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「
反
撃
の
弁
護
士
」 

   
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
田
え
み
こ 

   
 

 

人
物 

 

半
田 

劇
（4

6

）
弁
護
士 

 

原
田 

健
司
（4

8

）
検
察
官 

 

市
村 

正
（5

2

）
裁
判
官 

 

澤
田 

克
己
（3

2

）
被
告
人 

 

傍
聴
人
Ａ 

 

傍
聴
人
Ｂ 

 

磯
村 

明
子
（5

4

）
検
察
側
証
人
、
キ
オ
ス
ク
の

店
員 

 

伝
令
Ａ 



 2 / 11 

 

〇
横
浜
地
方
裁
判
所
本
庁
・4

0
4

号
法
廷
入
口 

 
 

 
大
き
な
木
製
の
扉
の
前
に
、「
事
件
番
号 

令

和
３
年 

（
わ
）
第
４
５
６
９
号 

傷
害
事

件
法
廷
」
と
看
板
が
あ
る
。 

 
 

 

半
田
劇
（4

6
）
が
、
襟
に
弁
護
士
バ
ッ
チ
を

光
ら
せ
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

腕
に
抱
え
た
資
料
の
間
か
ら
一
枚
の
チ
ラ
シ

を
探
り
出
す
。 

 
 

 

チ
ラ
シ
の
文
字
は
「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」
。 

一
瞥
し
、
呼
吸
を
整
え
、
法
廷
の
扉
を
開
く
。 

 

〇
同
・
法
廷
内 

 
 

 

満
席
の
傍
聴
人
席
。 

 
 

 

ざ
わ
つ
い
た
法
廷
の
弁
護
人
席
に
半
田
が
ゆ

っ
く
り
と
着
く
。 

 
 

 

続
い
て
原
田
健
司
（4

8

）
と
、
他
の
検
事
二

人
が
、
法
廷
に
入
っ
て
き
て
、
検
察
側
の
席

に
着
く
。 

 
 

 

ざ
わ
め
き
続
け
る
法
廷
。 

 
 

 

裁
判
官
の
制
服
を
着
た
市
村
正
（5

2

）
が
、
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お
も
む
ろ
に
入
室
す
る
。 

 
 

 
や
っ
と
、
法
廷
内
は
静
か
に
な
っ
て
く
る
。 

 
 

 
市
村
が
、
正
面
裁
判
官
席
に
着
く
。 

 
 

 

奥
の
扉
か
ら
、
澤
田
克
己
（3

2

）
が
、
少
々

暴
れ
な
が
ら
入
っ
て
き
て
、
被
告
人
席
に
連

れ
て
こ
ら
れ
る
。
両
手
に
手
錠
を
は
め
ら
れ
、

看
守
を
二
人
伴
っ
て
い
る
。 

市
村
「
静
粛
に
！
」 

 
 

 

澤
田
は
、
半
田
を
睨
み
つ
け
て
叫
ぶ
。 

澤
田
「
お
い
！
弁
護
士
！
し
っ
か
り
弁
護
し
ろ
よ
！

前
の
や
つ
は
、
ば
ん
ば
ん
反
論
し
た
ぞ
‼
」 

市
村
「
静
粛
に
！
澤
田
克
己
被
告
人
、
あ
な
た
の
審

理
を
す
る
の
は
、
私
は
三
度
目
で
す
。
い
い
加
減

や
め
て
も
ら
い
た
い
」 

傍
聴
人
Ａ
「
あ
い
つ
、
三
度
目
か
」 

 
 

 

失
笑
す
る
傍
聴
席
。 

 
 

 

澤
田
、
看
守
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
し
ぶ
し

ぶ
着
席
す
る
。 

市
村
「
そ
れ
で
は
、
こ
れ
よ
り
、
事
件
番
号 

令
和 

３
年 

（
わ
）
第
４
５
６
９
号 

傷
害
事
件
の
審 
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議
を
開
始
し
ま
す
」 

 
 

ざ
わ
つ
い
て
い
た
法
廷
内
が
や
っ
と
静
ま
る
。 

 
 

ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
半
田
。 

  
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

  
 

原
田
が
起
立
し
、
罪
状
を
読
み
上
げ
て
い
る
。 

原
田
「…

…

と
、
言
う
わ
け
で
、
被
告
人
、
澤
田
克

己
は
、
中
島
駅
の
構
内
、
キ
オ
ス
ク
の
前
で
米
田

修
一
さ
ん

5
1

歳
と
、
肩
が
接
触
し
た
こ
と
で
揉

み
合
い
に
な
り
、
突
き
飛
ば
し
、
転
倒
し
た
米
峰

さ
ん
は
頭
を
強
く
打
っ
て
、
現
在
、
北
中
島
病
院

に
入
院
中
で
す
」 

澤
田
「
ち
が
う…

…

！
」 

市
村
「
被
告
人
、
静
粛
に
！
」 

澤
田
「
俺
は
、
た
だ
肩
が
ぶ
つ
か
っ
た
だ
け
だ
よ
！
」 

原
田
「
資
産
家
で
、
裕
福
そ
う
な
米
峰
さ
ん
を
、
常

日
頃
か
ら
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？
」 

澤
田
「
ち
が
う
よ
！
」 
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原
田
「
あ
な
た
は
、
日
雇
い
で…

…

」 
澤
田
「
な
に
ぃ
⁉
」 

傍
聴
人
Ｂ
「
ひ
ど
い
わ
、
言
い
過
ぎ
よ
！
」 

市
村
「
静
粛
に
！
検
察
側
は
、
言
葉
を
慎
む
よ
う
に
！
」 

 
 

 

ざ
わ
め
く
法
廷
は
次
第
に
静
か
に
な
っ
て
い

く
。 

 
 

 

澤
田
、
泳
い
だ
視
線
を
半
田
に
向
け
る
。 

 
 

 

半
田
、
視
線
を
資
料
の
上
に
落
と
し
、
反
応

な
し
。 

 
 

 

澤
田
、
少
々
、
失
望
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。

し
ょ
ん
ぼ
り
と
す
る
。 

 
 

 

看
守
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
澤
田
は
着
席
。 

 
 

 

半
田
、
無
表
情
で
資
料
を
じ
ー
っ
と
見
て
い

る
。 

 
 

 

半
田
を
苦
々
し
気
に
見
つ
め
る
澤
田
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

  
 

 

検
察
側
の
発
言
が
続
く
。 

原
田
「
被
告
人
は
、
被
害
者
に
常
日
頃
、
駅
で
顔
を 
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合
わ
せ
、
並
ぶ
順
番
や
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る 

の
を
被
告
人
に
再
三
注
意
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
殺 

意
を
募
ら
せ…

…

」 

澤
田
「
嘘
だ
！
な
ん
で
、
そ
ん
な
話
に
な
る
ん
だ
よ

⁉
」 

市
村
「
被
告
人
は
、
静
粛
に
！
」 

澤
田
「
嘘
だ
！
」 

市
村
「
静
粛
に
！
」 

 
 

 

ざ
わ
つ
く
法
廷
内
。 

 
 

 

澤
田
は
、
目
を
泳
が
せ
て
半
田
を
見
る
。 

 
 

 

半
田
は
、
黙
っ
て
目
を
瞑
っ
て
い
る
。 

 
 

 

澤
田
は
、
息
を
飲
む
。 

原
田
「
こ
こ
で
、
発
言
を
終
わ
り
ま
す
」 

 
 

 

半
田
、
目
を
瞑
っ
た
ま
ま
。 

 
 

 

焦
り
の
表
情
で
半
田
を
見
る
澤
田
。 

  
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

  
 

 

Ｔ
・
証
人
尋
問 

 
 

 

磯
村
明
子
（5

4

）
が
、
証
言
台
に
立
っ
て
、
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証
言
を
し
て
い
る
。 

明
子
「
と
、
い
う
わ
け
で
、
私
は
こ
の
澤
田
が
、
米 

峰
さ
ん
を
突
き
飛
ば
し
た
と
こ
ろ
を
見
た
わ
け
で 

す
」 

澤
田
「
嘘
だ
！
こ
の
く
そ
ば
ば
ぁ
！
」 

市
村
「
静
粛
に
！
」 

 
 

 

資
料
に
目
を
落
と
し
、
黙
っ
て
い
る
半
田
。 

 
 

 

ざ
わ
つ
く
法
廷
内
。 

傍
聴
人
Ｂ
「
あ
の
弁
護
人
、
ぜ
ん
ぜ
ん
反
論
し
な
い

わ
ね
？
」 

傍
聴
人
Ａ
「
ま
ぁ
、
見
て
な
っ
て
」 

原
田
「
証
人
は
、
こ
の
被
告
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

明
子
、
じ
ー
っ
と
澤
田
を
見
つ
め
る
。 

 
 

 

恨
め
し
気
な
目
つ
き
で
明
子
を
見
る
澤
田
。 

原
田
「
米
峰
さ
ん
を
突
き
飛
ば
し
た
の
は
、
こ
の
男

に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」 

 
 

 

一
呼
吸
お
い
て
、
し
っ
か
り
と
、 

明
子
「
は
い
」 

澤
田
「
な
ん
だ
と
ー
⁉
」 

 
 

 

澤
田
、
激
怒
し
て
明
子
に
掴
み
か
か
ろ
う
と
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す
る
。
取
り
押
さ
え
よ
う
と
、
必
死
に
な
る

看
守
。 

市
村
「
静
粛
に
！
」 

 
 

 

暴
れ
る
澤
田
。
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
法
廷
。 

 
 

 

看
守
が
あ
わ
て
て
澤
田
を
取
り
押
さ
え
よ
う

と
す
る
が
、
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
。 

 
 

 

暴
れ
続
け
る
澤
田
。 

市
村
「
静
粛
に
！
一
旦
、
休
廷
！
」 

 
 

 

暴
れ
な
が
ら
、
法
廷
か
ら
連
れ
出
さ
れ
る
澤

田
。
後
ろ
の
半
田
を
半
べ
そ
で
見
つ
め
な
が

ら
。 

 
 

 

再
び
、
前
を
向
き
、
半
田
、 

半
田
「
く
そ
お
ぅ
！
俺
に
は
、
誰
も
味
方
が
い
な
い 

の
か
よ
う
ー…

…

」 

 
 

う
な
だ
れ
、
法
廷
を
出
て
い
く
。 

 
 

見
送
る
室
内
の
者
た
ち
。 

 
 

相
変
わ
ら
ず
、
半
田
は
、
じ
ー
っ
と
腕
を
組

み
、
資
料
を
見
つ
め
て
い
る
。 

 〇
同
・
法
廷
内 
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Ｔ
・2

0

分
後 

 
 

 
法
廷
内
に
全
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

 
ざ
わ
ざ
わ
と
、
席
に
着
き
始
め
る
傍
聴
人
や
、

裁
判
関
係
者
た
ち
。 

 
 

 

突
然
、
扉
が
ば
ん
っ
、
と
開
く
。 

伝
令
Ａ
「
大
変
で
す
！
被
害
者
の
米
峰
修
一
さ
ん
が
、 

死
亡
し
ま
し
た
‼
」 

 
 

（
え
ー
っ
⁉
）
と
、
ざ
わ
め
く
法
廷
内
。 

市
村
「
静
粛
に
！
」 

 
 

 

一
呼
吸
置
き
、 

市
村
「
検
察
側
、
起
訴
状
を
書
き
換
え
ま
す
か
？
」 

 
 

 

相
談
を
始
め
る
原
田
と
検
察
側
の
二
人
。 

 
 

 

相
談
を
終
え
。
挙
手
す
る
原
田
。 

原
田
「
起
訴
状
を
、『
傷
害
致
死
』
に
切
り
替
え
ま
す
！
」 

澤
田
「
嘘
だ
ー
！
」 

 
 

 

ざ
わ
め
く
法
廷
。 

市
村
「
静
粛
に
！
こ
れ
よ
り
、
起
訴
状
を
『
傷
害
致

死
』
に
、
切
り
替
え
ま
す
」 

 
 

 

証
人
の
明
子
が
う
す
ら
笑
い
を
浮
か
べ
る
の 

 
 

を
、
半
田
が
見
逃
さ
な
い
。 
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澤
田
「
（
半
分
泣
き
声
で
）
俺
は
、…

…

俺
は
、…

…
 

結
局
、
神
様
に
も
嫌
わ
れ
る
の
か
よ
う…

…

」 

 
 

傍
聴
人
Ｂ
が
、
少
々
気
の
毒
そ
う
に
見
守
る
。 

 
 

冷
静
な
表
情
の
傍
聴
人
Ａ
。 

 
 

半
田
、
ひ
た
す
ら
、
明
子
を
じ
ー
っ
と
見
る
。 

 
 

泣
き
崩
れ
る
、
お
い
お
い
と
泣
く
澤
田
。 

市
村
「
静
粛
に
！
」 

 
 

 

半
田
、
資
料
の
中
の
明
子
の
資
料
に
目
を
落

と
す
。
そ
し
て
、
持
っ
て
い
た
ノ
ー
ト
の
付

箋
を
し
た
部
分
を
開
く
。
大
き
く
見
開
い
た

目
で
眼
光
鋭
く
ノ
ー
ト
を
見
つ
め
続
け
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

  
 

 

涙
を
流
し
、
宙
を
み
て
い
る
澤
田
。 

 
 

 

傍
聴
席
は
、
ち
ら
ほ
ら
と
同
情
の
目
で
見
つ

め
る
も
の
が
い
る
。 

市
村
「
検
察
側
証
人
、
前
へ
」 

 
 

 

再
び
、
明
子
が
証
言
台
に
立
つ
。 

原
田
「
も
う
一
度
、
繰
り
返
し
ま
す
。
証
人
は
、
澤 
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田
被
告
が
、
被
害
者
の
米
峰
修
一
さ
ん
を
突
き
飛 

ば
す
と
き
、
は
っ
き
り
と
、
殺
意
を
感
じ
ま
し
た 

か
？
」 

明
子
「
は
い
、
こ
の
人
、
殺
す
気
だ
と
思
い
ま
し
た
」 

澤
田
「
嘘
だ
！
」 

 
 

 

弁
護
人
席
で
、
半
田
が
、
じ
っ
と
「
ベ
ニ
ス

の
商
人
」
の
チ
ラ
シ
を
見
つ
め
て
い
る
。 

澤
田
「
な
ん
で
、
み
ん
な
虐
め
る
ん
だ
よ
⁉
」 

市
村
「
被
告
人
、
私
語
を
慎
み
な
さ
い
」 

 
 

 

チ
ラ
シ
を
見
つ
め
た
半
田
の
ま
わ
り
が
暗

転
し
、
上
か
ら
光
が
下
り
て
く
る
。 

 
 

 

俯
い
て
膝
に
手
を
あ
て
、
黙
っ
て
い
た
半
田

が
目
を
瞑
り
、
そ
し
て
、
目
を
開
く
。 

 
 

 

再
び
、
部
屋
の
な
か
は
明
る
く
な
る
。 

 
 

 

お
も
む
ろ
に
挙
手
す
る
半
田
。 

半
田
「
裁
判
官
！
証
人
に
質
問
！
」 

市
村
「
発
言
を
許
可
す
」 

傍
聴
人
Ａ
「
き
た
！
『
反
撃
の
弁
護
士
』
、
半
村
劇
の 

劇
が
始
ま
る
ぞ
！
」 


